









































































２ 南部の女性史については，次の本を参照した。Ellen Carol DuBois and Lynn 







































































































































































































































































































































































































































































14 James Arthur Cogswell, A Handbook of Missionaries to Japan from the Presbyterian 
































































































































































ⓐ  アニー・ランドルフ（1827‒1902年）  

























































ⓖ  ベス・ブレクニー・マッキルエン（1891‒1935年）  























































































17 Statistical Abstract of the United States, the Bureau of Statistics under the Direction of 






















































































18 Ibid., No. 22 (1899), pp. 412–413.
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性教員の給料の半分から３分の２程度で，平均300ドル以下であった。そ
れさえも保証されたものではなく，絶えず休職の危機に晒されていた。適
齢期を過ぎ，経済的に独立しなければならない独身女性にとって，教師と
いう職業は十分に魅力的であったとは言えないだろう。専門職としての医
師は，北部ではすでに19世紀の中頃から女子医科大学が誕生していた 19が，
南部ではまだ萌芽すら見られなかった。
　バイブル・ベルトと呼ばれた南部では，聖職者に対する社会の尊敬は非
常に高かった。特に聖職者や宣教師の家系は，地元の人々から一目置かれ
る存在であった。女性が外国に宣教師として派遣されることが決まると，
教会を挙げて壮行会が開かれた。婚期を逸した女性にとって名誉ある瞬間
であった。しかも経済的にはアメリカにいた時よりも安定し，現地でも，
外国人に対する物珍しさも手伝って，ある意味では名士の取り扱いを受け
ることができ，現地の著名な人々の会合に招かれることも多々あった。貧
しいアメリカの学校教師時代には経験したことのない光栄ある体験であっ
た。
(v) 結婚
　すでに在任期間のところで述べたように，独身の女性宣教師の一番大き
な悩みは，結婚問題であった。すでに結婚してから夫人として来日したⓕ
のスマイス夫人や未亡人となって44歳で中国に行き60歳のとき来日した
ⓐのランドルフを除くと，結婚が独身の女性宣教師たちの最も大きな問題
であった。ⓑの「背が高くてスリム，黒い目でふさふさした髪，いつもレ
ースのカラーをしていた美人教師」パタソンは，来日２年目に同じ志をも
って来名していた独身の男性宣教師Ｃ・Ｋ・カミングと金城で洋風の結婚
式を挙げた。ⓓのタムソンは前述のように，休暇帰国中に長老派教会牧師
19 アメリカの女子医科大学の歴史については，篠田靖子「19世紀の医学教育と
女医たち」『アメリカ西部の女性史』pp. 103–126.
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のアンドルー・Ｍ・マクラクリンと出会って突然に宣教師を辞職して，結
婚してしまった。このことは外国伝導局に大きな波紋を投げかけた。こう
した女性宣教師の突然の辞職は他のミッションでもしばしば起こってお
り，後任の人事を補給するために余分のエネルギーと時間とを必要とした。
幸いなことに，男性の宣教師の補充に比べて女性の宣教師の人選は希望者
が多かったので比較的容易であったが，折角，現地にも慣れて活動を期待
していただけに，タムソンの辞任は当局にショックを与えた。こうしたケ
ースは，若い宣教師であれば，必ず起きたことで，前記の８名の金城を支
えた女性宣教師以外に，氏名を挙げていない短期間で辞任した宣教師の多
くは結婚のために離職したのである。
　ⓖのベス・ブレクニー・マッキルエンは同じ船で海外伝導に出かけたウ
ィリアム・Ａ・マッキルエン夫妻の妻が病死した後，ウィリアムの二番目
の妻となったが，その時ベスはすでに40歳であった。宣教師の住んでい
た世界は極めて狭く，同僚同志の結婚や再婚が多かった。こうしたチャン
スを見つけられなかった女性は，同僚が次々に結婚のために離職していく
のを見届けながら，厳しい孤独を経験したことをⓔのカートランドは記し
ている。宣教という理想に燃えて外国で生活しているとはいえ，家族のい
ない寂しさは想像以上であったであろう。ⓗのアーチボルドのように，キ
ャンパス内の学寮に学生と共に生活し，疑似家族を作って生活した宣教師
の例は他のミッション系の学校でも比較的多く見られた。
(vi) 宣教師が出会ったその他の困難
　言葉の障害が，宣教師の環境を極めて限定的な狭いものにしていた。ⓐ
のランドルフは来日した時，すでに60歳に達しており，長く日本に滞在
する予定もなかったので，中国語は解したが日本語は全くできなかった。
それ以降に着任した宣教師は，来日してから最初の１年から２年の間，東
京で日本語の研修を受けることになった。しかし滞在期間の長短に関わら
ず，十分に日本語を操ることができた宣教師は極く僅かであった。ⓒのヒ
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ューストンは例外的な存在で，毎日，日本人の教師から日本語を学び，積
極的に日本語を生活のなかで使用した。語学だけではなく，日本の風習に
も関心を寄せ，小笠原流の日本作法も学んでいた。宣教師だけではなく，
異国で生活する外国人は語学をマスターし，相手国の文化を積極的に吸収
するように努めることによって，生活の質と幅を広げていくことができる
ことは，現代にも通じる真理である。
　もともと宣教師の周りには英語を学びたい人々が集まってくるので，英
語を話すだけでも生活はできた。しかし，現在と違って外国語を理解でき
る人は，当時，極めて限られており，英語だけで生活すると交際できる範
囲は極めて限られてしまう。現在では西洋の文化に対して日本人は全くア
レルギー反応を示さないが，19世紀末前後の名古屋は日本のなかでも保
守的，排他的な土地柄で，しかも仏教の影響が非常に強いことからキリス
ト教に対して強い反感があった。キリスト教に対する迫害には宣教師を面
前で罵倒したり，ツバをはきかけたり，石を投げつけたりする直接的な行
動をとる場合もあったが，間接的には宣教師を遠巻きにして受け入れない
消極的な拒否の形をとった。このためにも宣教師を取り巻く社会は，学校
か教会，話を交わすのは英語が通じる生徒や教会関係者と宣教師仲間だけ
の極めて狭いものに限定されていた。
　宣教師の生活には色々な法的な制約があった。宣教師が国内を旅行をす
るためにも，府県の知事を通して外務大臣の許可を必要とした。外国人は
横浜や長崎などの外国人居留地以外を旅行することを厳しく制限されてい
たのである。また，居留地以外に定住するためにも許可が必要とされた。
キリスト教伝導を居留地以外で行うためには，「健康保養のため」「学術研
究のため」という理由によって「旅行券」を取得するか，「お雇い教師」
にならなければならなかった。日本で生活するためには，その他諸々の法
的な制約を受けていたのである。
　1908年（明治41年）５月28日には金城の存続を揺るがすような地久節
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不敬事件が起こった。地久節は皇后の誕生日を祝う祝日であった。この日
に学院では「君が代」の代わりに「賛美歌」を歌い，「教育勅語」の代わ
りに「聖書」を読んだのである。これは内村鑑三の教育勅語不敬事件の名
古屋版であった。この事件のために金城は廃校寸前の状態にまで追いやら
れたのである20。更に1937年（昭和12年）には神社参拝問題で学院が揺れ，
宣教師全員に学校退去が命じられる事態が起こった。その後，第二次世界
大戦の進展と共に，外国人の在住が困難となり，1940年（昭和15年）に
緊急帰国するまで，宣教師たちの苦難は続いた。
　世界のキリスト教化のために困難を承知の上で来日した女性の宣教師た
ちは，主として女学校の設立と運営を通して日本のキリスト教化を計ろう
としたが，その目的は容易に達成されるものではなかった。女性の教育の
普及という意味ではある程度，合格点を取れたとしても，日本をキリスト
教化するという意味では，初期の目標を遙に下回る成果となった。金城の
卒業生も，開校初期の時代の在校生が非常に少なかった頃には洗礼を受け
てクリスチャンになる者の割合が比較的高かったが，創立期の熱気が冷め
生徒数が増加すると，受洗者の比率は次第に減少する傾向をみせた。宣教
師たちの宣教に対する熱意が，日本のキリスト教化という面では現在に至
るまで，その実を結ぶことはなかったと言ってよい。しかし宣教師として
の任務を終えて帰国した後も，教え子が洗礼を受けたという知らせを受け
取った時に，宣教師は小躍りで喜んだと伝えられている。
おわりに
　女性宣教師とは，特別に信仰深い女性が果敢な決断を下して，異郷に飛
び出し，殉教者の心で生涯をキリスト教の伝導と文明の遅れた人々の教育
20 地久節不敬事件については，『金城学院百年史』137–139頁。
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に献身したという，悲劇のヒロインとして描くことは，時として宣教師の
人間味を失うことになる。19世紀のアメリカ社会では敬虔さは女性の特
質と考えられ，家庭や社会で信仰の中心的な役割を演じてきた女性にとっ
て，宗教的な活動を熱心に行うことは，美徳でもあり，生き甲斐でもあっ
た。多くの女性は国内に留まって，女性の敬虔さ，信仰深さを示すために
活発に教会活動に参加した。女性解放が遅れていた南部でも，教会は女性
が一人で外出できる唯一の場所であった。アメリカでは「教会の礼拝に日
曜日毎に定期的に出席する人（チャーチ・ゴーアー）が善良な市民の条件
である」とまで言われていた。
　建国当初からアメリカ大陸のキリスト教化に熱意を示したアメリカ合衆
国は，19世紀中頃までに陸続きの領土拡張が限界に達した頃から，アメ
リカ人の宣教熱は，国内の西部フロンティアを飛び越えて，海外に移動し
ていった。アメリカの数多くのプロテスタントの教派は競って海外に宣教
師を派遣したのである。この活動を側面から支えたのが，アメリカに在住
して教会を支え，海外宣教のために，自己犠牲的な奉仕を行った普通の信
仰深い女性たちであった。海外で活躍する宣教に必要とされる資金は各派
の海外伝導局を通して配付されたが，その資金は豊かな社会階層の大口の
寄付だけに頼ったのではなく，一般の教会員が自分の誕生日に教会に誕生
日献金として寄付したり，鶏を飼育してタマゴを生ませ，それを売却して
当てるなどの小さな奉仕活動の延長線上からも得られたものであった。ま
た，宣教師たち自身が自分の私財を海外伝導のために寄付した例も決して
稀ではなかった。
　実際に海外に出かけて宣教を行ったのは，こうして女性の中の代表とし
ての人生を己の意思で選択した女性たちであった。多くの女性宣教師は当
時としては比較的高い教育を受けていたが，「愛」による結婚が理想とさ
れていた時代に，たまたまそのチャンスを逸してしまったために独身者と
しての人生を心ならずも選んだ女性たちが多かった。当時の社会では，高
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学歴の女性が自立して生きていくためには，教師という職業が最も一般的
な選択であった。海外宣教師となった女性の多くがこの社会層の出身者で
あった。宣教師の道を選んだ女性の周囲には，海外伝導に直接・間接に携
わったことのある人物がいて，そこから具体的な情報を得て海外伝導を決
意した事例が多かった。アメリカから続々と来日した女性宣教師の中には，
結婚や病気のために夢を中断して途中帰国した者もいたが，長年にわたっ
て日本に滞在し，中には異国に骨を埋めた女性宣教師もいた。
　宗教上の迫害はあったが，日本は他のアジアの国々と違って，女性宣教
師の活動を比較的歓迎した国であった。特に文化の伝播という教育事業に
おいてはかなり成功したと言ってよいであろう。しかし厳密にキリスト教
信仰の伝導という点では，いまでもクリスチャンの数が極めて少なく，そ
の点では，アジアの他の国よりも成功しなかったと言えるかも知れない。
しかし，アメリカの宣教師の活動も，現地の事情を考慮しながら，次第に
宗教の伝導第一主義から後退し，キリスト教をベースとしながらも，宗教
を媒介としないでも受け入れ可能な価値観を前面に押し出すことにより，
日本の社会に広く受け入れられていったのである。このことは，「道徳の
守護者」としてのアメリカ女性に伝統的に備わっていたジェダーの特性を
最大に活用することによって，アメリカの文化を日本側が受け入れ易くし
た側面があったことを強調してよいであろう。
